
平成２２年度 事業報告  

 
１．会館の財政運営について 
 
（１）会館の基本資金である会館建設基金（出資金）については、昨年より出資依頼を中止しています。

そのため、新たな出資者はありませんでした。 
   出資金の返済は、退職による返済が３６１人、３，８２２，０００円でした。この結果出資金の総

額は前年度より３，８２２，０００円減の１０７，９２１，０００円となりました。（資料 P－１２） 
（２）収入の大半をしめる地代家賃は、１００％納入されています。 
（３）会議室貸料は、前年と比べ約２３％の減となりました。１１月末から２月初めまで、外壁の全面改

修工事のため貸出を中止したためです。一般の利用は昨年に比べ１９％減、出資者の利用は３１％減

となっています。（資料 Ｐ－１３，１４） 
（４）会館共済事業の集金手数料は約３，０００万円と安定しています。また教育会館の特別給付金は、

申請期間を３年間に延長しましたが年間給付額が１，４００万円弱で安定しています。 
（５）退職者福祉年金事業は、平成２２年度は事務運営費として３００万円を繰り入れることができまし

た。しかし、平成２４年６月（団体口）までに終了を予定していますので、２３年度に３００万円を

繰り入れた後は、この事業からの繰入はなくなります。 
   制度の終了に向けて、加入者へのお知らせと解約の手続きを進めましたが、昨年度中に中央三井信 

託銀行の契約がすべて終了しました。残りの契約３３名、１８，０００万円の信託先である住友信託 
 

－１－ 
銀行と連携して個別対応を秋から実施し、３月の個人口の制度終了に向け万全の手続きを行います。 

（６）会館経営の安定化のための各種引当は、継続的に充足割合を高めています。その中で、建物修繕引

当預金は、外壁の改修関係に２，２００万円取り崩したため、１，０００万円引当しましたが差引１，

２００万円減少しました。 
（７）会計全般については、１９８９年度よりユース会計社（吉永公認会計士事務所）と契約して適正に

処理し、円滑な執行に努めています。法人移行の準備として、区分経理を行いました。 
 
２．管理業務について 
 
（１）夜間や休日の管理警備は、２名の職員が交替制で勤務し、常時できるようにしています。会館閉鎖

は１２月２９日から１月３日までの６日間でした。 
（２）安全管理については、保守契約を次のように行っています。 

ＮＯ 内  容 委 託 先 委 託 料 
１ 火災保険 共栄火災 保障 ６億４，７５６万８千円  

年掛金   ２５４，３５０円 
２ 清掃管理 日本ビル管理 月   ２５３，０５０円 ×１２ 

エアコン ５７，７５０円 ×２ 
ガラス  ７８，７５０円 ×１ 

年 ３，２３０，８５０円 
３ 塵芥収集 熊本清掃社 年   ２３４，３６０円 
４ エレベーター保守 三菱テクノサービス 月 ３９，９００円 ×１２ 

年   ４７８，８００円 
５ 自動ドア保守 ナブコ 年   ２１０，０００円 
６ 電話保守 ＮＴＴ西日本 リース料月 ５７，００４円 ×１２ 

年   ６８４，０４８円 
７ 電設保守 原田一義 月 ３２，０００円 ×１２ 

年   ３８４，０００円 
８ 電気メーター交換 九州計装エンジニアリング １５年交換 ５４６，０００円 



１年当たり ３６，４００円 
９ 消防設備保守 ユージー防災設備 年２回 ２４２，５５０円 
１０ 空調設備 三洋電機 発生時払い 
１１ ロスナイ 空研工業 発生時払い 

計    年間保守委託料 ５，７５５，３５８円 
（３）火災の未然防止と万一の災害に備えるため、年２回の防火対策委員会を開催して防火管理組織･ 

自衛消防組織を編成するとともに、火災時の避難訓練を実施しました。しかし、外壁工事のため冬の

訓練ができなかったため、「地震等発生時のエレベーター停止時の対応訓練」を４月に実施しました。 
 また専門業者（ユージー防災設備）による防災設備の点検を９月１５日と３月４日の年２回行いま

した。 
（４）外壁のタイルの剥落への対応として、７月に外壁の劣化度調査を行い、１１月末から１月末にかけ

て外壁の全面補修工事を行いました。これにより、タイルの剥落や窓周りからの漏水の対策は完了し

ました。１０年保証附帯契約としていますので、１０年後をめどに再改修の対応を行うことになりま

す。 
（５）「教育会館ニュース」を２回（６月、１２月）発行し、会館の事業等の広報に努めました。また、ホ

ームページを活用してタイムリーな情報の開示と発信に努めました。 
 
３．福祉共済事業について 
 
（１）会館共済Ⅰ型『遺族生活給付金共済』『医療プラン』 
 

－２－ 
   発足２６年目を迎えたこの制度は、加入者総数が１２,６５０名となりました。ここ数年減少傾向に

ありましたが、第２６次キャンペーンの取り組みで前年より４名増となりました。 
また１１年目を迎えた「医療プラン」の加入者総数は約５,７８７名となり、前年より１６６名増加 

しました。 （資料 Ｐ－１６） 
   加入者の死亡に伴う遺族生活給付金については、平成２１共済年度（平成２１年９月１日～平成２

２年８月３１日）は、死亡１３人（前年度８人）で給付総額は１億９３００万円（前年度１億３００

０万円）でした。また、医療プランの給付は１９０件（前年度１８４件）でした。（資料 Ｐ－１７） 
太陽生命の平成２１共済年度の決算による配当金は、Ⅰ型が４１．１０％（前年度５２．９４％）、

医療プランが３９．８０％（前年度３９．７５％）となり、加入者に支払いました。 
会館独自の特別給付金（会計年度、平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日）は申請期間を３ 

年間に延長して２年目となりました。給付状況は下記のとおりです。 （資料 Ｐ－１８） 
〈特別給付金・給付状況 平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日〉 

ＮＯ 内   容 給付件数 前 年 
１ 入院見舞金 ５日以上 ３０１件 ３１２件 

３０日以上 ４１件 ３６件 
６０日以上 ２５件 ２５件 

２ 医療プラン・初期入院 １日～４日 １８６件 ２２５件 
３ 休職見舞金 １年以上 １３件 １２件 

２年以上 ５件 ６件 
４ 出産祝金 １３２件 １２３件 
５ 退職祝金 １２９件 １０１件 
６ 満期祝品 ０件 ０件 

給付 総件数 ８３２件 ８４０件 
給付 総 額 13,588,000円 13,839,000円 

（２）会館共済Ⅱ型（貯蓄型生涯保障共済） 
 新規加入者は２１名で、加入者総数は１,０１３名（前年度１，０５３名）になりました。 

（３）傷害プラン 



   第２２次より導入した『傷害プラン』の加入者は、１４２名（前年度１４７名）でした。 
（４）会館共済特別給付金の給付申請については、給付の適正・迅速化を図るために、給付審査委員 

会の開催を毎月１回から2回に増やし、１５日毎に審査を行っています。 
（５）共済事業の制度や運営のあり方等の検討を行うため制度検討委員会を８回開催しました。特に昨年

は、長年の懸案だった「介護保障の導入」について検討を行い、Ⅰ型生命の特約保障として導入が可

能になりました。平成２３年９月１日から保障を開始します。 
 
４．教育文化事業について 
 
（１）教育会館設立２５周年を記念して始めた図書券の寄贈を継続しました。これまでの２０年間で 

のべ４６８校に寄贈しました。今年度も寄贈校２６校全てを訪問して寄贈しました。これまでの寄贈

総額は２，４９０万円です。 

平成２２年度の寄贈校は下表のとおりです。 

小･中学校（１９校）             ○は重点校（1年目） ◎は重点校（2年目） 
地  区 学    校    名 
荒尾･玉名 ◎三加和中学校 
菊  池 ◎大津北小学校 

阿  蘇   長陽小学校   坂梨小学校   阿蘇西小学校 
  南小国中学校  阿蘇中学校 

 
 

－３－ 
上益城 ○飯野小学校 
八  代 ○宮原小学校  ○日奈久小学校 
人吉･球磨 久米小学校   球磨小学校  ◎岡原小学校  ◎山田小学校 
水俣・芦北 ○水俣第二小学校 
天  草 坂瀬川小    本町小     富岡小    ◎牛深小学校 

 
県立学校（７校） 

県立学校 熊本工業高校   熊本西高校   熊本北高校   東稜高校 
○湧心館高校   ○熊本盲学校  ○松橋養護学校 

（２）かるた（小倉百人一首）の大会 
２月６日(日)に開催された熊本県かるた協会主催の「第２３回熊本県小中学校小倉百人一首かるた 

競技大会」を後援しました。今年も県下各地から多数の参加があり熱戦を繰り広げました。 

かるた競技の普及を支援するため、かるた協会が行っている月１回の練習会に対して、教育会館は

会場を無料提供しています。 

（３）会館新築移転１０周年を記念して、平成１８年８月より『教育会館アートのひろば』を開催してい

ます。熊本の教育に関係深い方の作品を、教育会館玄関ホールに展示しています。 



 平成２２年（２０１０年） 
   ・４月期は、立山 照子氏（甲佐町）の静物版画展 
   ・５月期は、中村友子氏、待島峰夫氏、作本浩一氏の九品寺日本画教室三人展 
   ・１０月期は、坂田黎一氏（荒尾市）のパステル画展 
   ・１１月期は、福田､真氏（熊本市）の油彩画展 
   ・１２月期は、小柳基子氏（玉東町）の水彩画展 
 平成２３年（２０１１年） 
   ・１月期は、西川誠一氏（岱明町）のペン画展 
   ・２月期は、山田紘一（宇城市）の油彩画展 
   ・３月期は、竹熊利一氏（山鹿市）のレリーフ展 
   ・４月期は、岩木範夫（彫塑）・芳子（版画）氏（八代市）の二人展 
   ・５月期は、大寺渡氏（宇城市）の油彩画展 

（４）その他の教育文化事業として、メンタルヘルス『こころゆったり講座』を８月７日（金）に教育会

館で、カムバック支援『育児休業者現場復帰セミナー』を１２月８日（火）に水前寺共済会館で開催

しました。 
また、１８歳までの子どもの電話相談活動を行っているＮＰＯ法人『チャイルドラインくまもと』

を支援するとともに、教職員向けの電話相談室『レモングラス』を毎週火曜日に開設しました。 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


